
�月の農作業
平成��年�月��日
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１
・
今
後
の
気
象
予
想
(

新
潟
地
方
気
象
台)

北
陸
地
方

１
か
月
予
報

〈�

月
��
日
か
ら�

月
��
日
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

★
適
期
刈
り
取
り
と
乾
燥
調
整

★
土
づ
く
り
で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

★
大
麦
の
圃
場
準
備
、
適
期
播
種

★
大
豆
・
ソ
バ
の
害
虫
防
除

★
ネ
ギ
・
つ
る
あ
り
イ
ン
ゲ
ン
の

適
期
収
穫

向
こ
う�

か
月
の
出
現
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い

天
候
と
特
徴
の
あ
る
気
温
、
降
水
量
等
の
確
率
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

天
気
は
日
数
の
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

向
こ
う�

か
月
の
気
温
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

週
別
の
気
温
は
、�

週
目
は
平
年
並
ま
た
は
高
い

確
率
と
も
に
��
％
、�

週
目
は
平
年
並
ま
た
は
高
い

確
率
と
も
に
��
％
、�

〜�

週
目
は
平
年
並
ま
た
は

高
い
確
率
と
も
に
��
％
で
す
。

〈
予
想
さ
れ
る
向
こ
う
１
か
月
の
天
候
〉

〈向こう１か月の気温・降水量・日照時間の各階級の確率 (％)〉

【気 温】北陸地方

低い (少ない) 平年並 高い (多い)

〈気温経過の各階級の確率 (％)〉

20 30 50

【降 水 量】北陸地方

【日照時間】北陸地方

【１ 週 目】北陸地方

低い 平年並 高い

【２ 週 目】北陸地方

【3～4週目】北陸地方

20 40 40

20 40 40

20 40 40

30 40 30

30 40 30
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� か 月：�月��日 (土) ～�月��日 (月)
� 週 目：�月��日 (土) ～�月�日 (金)
� 週 目：�月�日 (土) ～�月��日 (金)
�～�週目：�月��日 (土) ～�月��日 (金)

〈予報の対象期間〉

〈向こう�か月の気温､ 降水量の各階級の確率 (％)〉

�か月【北陸地方】

【気 温】

向
こ
う�

か
月
の
出
現
の
可
能
性
が
最
も
大
き

い
天
候
と
特
徴
の
あ
る
気
温
、
降
水
量
等
の
確
率

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
期
間
の
平
均
気
温
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

【�

月
】

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

気
温
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

【
10
月
】

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

気
温
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

【
11
月
】

平
年
と
同
様
に
曇
り

や
雨
の
日
が
多
い
で

し
ょ
う
。

気
温
は
平
年
並
ま
た

は
高
い
確
率
と
も
に

��
％
で
す
。

〈
予
想
さ
れ
る
向
こ
う�

か
月
の
天
候
〉

北
陸
地
方�

か
月
予
報

〈�

月
か
ら
��
月
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

20 30 50

20 30 50

20 30 50

20

� 月

�� 月

�� 月 40 40

�か月【北陸地方】

【降 水 量】

30

� 月

�� 月

�� 月

30 40 30

30 40 30

30 40 30

30 40

低い (少ない) 平年並 高い (多い)



�

、
乾
燥
・
調
整

乾
燥
調
整
の
注
意
点

ま
ず
、
乾
燥
水
分
を
��.�
〜
��.�
％
に
設

定
し
乾
燥
を
開
始
す
る
。
設
定
水
分
ま

で
仕
上
が
っ
た
ら
最
後
は
手
持
ち
の
水

分
計
で
こ
ま
め
に
測
定
・
確
認
し
��
％

に
仕
上
げ
乾
燥
を
す
る
。

●
乾
燥
後
の
水
分
過
多
に
注
意
。

↓
仕
上
げ
は
��.�
％

(

収
穫
し
た
籾
に
青
籾
混
入
が
多
い

場
合
は
乾
燥
後
水
分
の
戻
り
が
発

生
し
易
い)

過
乾
燥
は
胴
割
れ
米
の
原
因
と
な

り
、
ま
た
食
味
を
落
と
す
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
玄
米
水
分
を
��.�
％
に

仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
乾
燥
後
、
穀
温
が
高
い
と
き
は
肌
ず

れ
米
や
胴
割
れ
米
の
発
生
が
し
や
す

い
の
で
、
充
分
に
穀
温
を
下
げ
て
か

ら
籾
摺
り
を
行
う
。

●
籾
混
入
率
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。
ま
た
、
籾
高
や
胴
割
れ

米
の
発
生
原
因
と
し
て
、
籾
摺
り
機

の
ロ
ー
ラ
ー
の
消
耗
に
よ
る
も
の
が

多
い
の
で
、
使
用
前
に
必
ず
点
検
を

し
て
く
だ
さ
い
。

�

、
土
づ
く
り
で

地
力
を
高
め
る

お
い
し
い
、
売
れ
る
米
作
り
の
基
本

は
、
土
づ
く
り
か
ら
で
す
。
稲
刈
り
後

早
期
に
土
づ
く
り
資
材
を
施
用
し
て
、

耕
起
し
て
く
だ
さ
い
。

�

、
圃
場
準
備

麦
は
湿
害
に
弱
い
た
め
、
圃
場
は
稲

刈
り
後
早
急
に
溝
を
切
っ
て
排
水
に
努

め
、
軟
ら
か
い
圃
場
は
無
理
に
耕
起
し

な
い
で
、
圃
場
が
乾
い
て
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

�

、
種
子
消
毒

☆
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
水
和
剤
��

���
倍

��
時
間
浸
漬

ま
た
は

種
子
重
量
の
�.�
％
粉
衣

�

、
適
期
播
種

品
質
向
上
・
硝
子
質
粒
防
止
対
策
と

し
て
��
月
��
日
〜
��
日
頃
に
播
種
し
ま

す
。[

山
間
地
は
��
月�

日
〜
��
日
頃]

特
に
、
耕
起
と
播
種
は
圃
場
が
乾
い
た

時
に
、
同
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
播
種
量

散
播
、
条
播

と
も
に

�

〜�

㎏
／
��
ａ
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水

稲

大

麦

�
、
農
作
物
対
策

水稲栽培日誌の記帳・提出について 

　出荷対象者で栽培日誌の未提出者は、 
早急に各支店まで提出してください。 



�
、
施
肥
基
準

〈
分
施
体
系
〉

元
肥

複
合
高
度
���

条
播

��
〜
��
㎏
／
��
ａ

元
肥

複
合
高
度
���

散
播

��
㎏
／
��
ａ

〈
一
発
肥
料
体
系
〉

ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｒ
コ
ー
ト
麦
一
発

��
㎏
／
��
ａ

�

、
害
虫
防
除

�

月
中
旬
頃
ま
で
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
マ

ダ
ラ
メ
イ
ガ
や
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に
よ

る
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
再
度

防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
エ
ル
サ
ン
乳
剤

�,���
倍
・
���
〜
���
�
／
��
ａ

収
穫�

日
前
ま
で

使
用
回
数
本
剤�

回
以
内

☆
ト
レ
ボ
ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ

�

㎏
／
��
ａ

収
穫
��
日
前
ま
で

使
用
回
数
本
剤�

回
以
内

☆
ス
ミ
ト
ッ
プ
Ｍ
粉
剤

�

〜�

㎏
／
��
ａ

収
穫
��
日
前
ま
で

使
用
回
数
本
剤�

回
以
内

(

紫
斑
病
・
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
・
カ

メ
ム
シ
類
に
登
録
あ
り)

�

、
適
期
刈
り
取
り

刈
り
取
り
時
期
は
完
全
に
落
葉
し
、

ほ
と
ん
ど
の
莢
が
カ
ラ
カ
ラ
と
音
が
す

る
時
期
で
、
な
る
べ
く
午
前
中
に
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
は
、
汚
損

粒
・
着
色
粒
を
防
ぐ
た
め
、
手
狩
り
よ

り
少
し
遅
れ
て
、
茎
が
ポ
キ
ポ
キ
折
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
青
立
ち
し
て
い
る
茎
は
収

穫
前
に
取
り
除
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

�

、
害
虫
防
除

☆
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
早
期
発
見
、
適
期

防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
ロ
ム
ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

�,���
倍
・
���
〜
���
�
／
��
ａ

収
穫
��
日
前
ま
で

使
用
回
数
本
剤�

回
以
内

※
ゼ
ン
タ
ー
リ
顆
粒
水
和
剤

�,���
倍
・
���
〜
���
�
／
��
ａ

収
穫
前
日
ま
で

使
用
回
数
本
剤�
回
以
内
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大

豆

そ

ば

★トラクター、コンバイン作業時で道路を移動するときは、タイヤ・
キャタピラに付いた泥で道路が汚れないようにご注意願います。 

耕起・刈り取り作業時の注意事項 

★機械作業は最も災害の危険性が高い作業です。 
事前の機械整備と共に充分な安全を確認して作業を行ってください。 

泥が多く付いているときは一度、車輪を洗浄してから移動するようにしてください。 

 



子
い
も
、
孫
い
も
の
肥
大
期
に
入
っ

て
い
ま
す
。
良
質
の
里
い
も
生
産
の
た

め
に
、
次
の
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

、
手
直
し

根
元
の
浅
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

必
ず
土
寄
せ
を
行
う
。

�

、
子
ズ
イ
キ
刈
り

発
生
が
み
ら
れ
た
ら
早
め
に
刈
り
取
る
。

収

穫

・
最
終
土
寄
せ
よ
り
��
日
後
が
収
穫
期

の
目
安
と
な
る
。

・
試
し
掘
り
を
し
て
、
軟
白
長
が
��
㎝

以
上
に
な
っ
て
か
ら
収
穫
す
る
。

・
葉
折
れ
防
止
の
た
め
、
収
穫
後
少
し

乾
か
し
、
皮
む
き
作
業
を
行
う
。

・
根
は
短
く
切
る
が
茎
盤
部
は
残
す
。

整
枝
・
剪
定

�

月
下
旬
以
降
は
原
則
と
し
て
放
任

だ
が
、
果
実
の
収
穫
の
見
込
め
な
い
側

枝
は
間
引
き
剪
定
す
る
。
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里
い
も

白
ネ
ギ

ナ

ス

病 害 虫 名 防除時期 薬 剤 名 使用濃度
10ａ当り

使 用 量

使用時期

(収穫前日数)
使用回数

ア ブ ラ ム シ 生育中

DDVP 乳 剤 50 2,000倍 － ３日 ６

エ ル サ ン 乳 剤 2,000倍 100～300� ７日 １

ハ ダ ニ 生育中 ニッソランＶ乳剤 1,500倍 ７日 ２

ハスモンヨトウ 生育中

エルサン粉剤２ － ３㎏ ７日 １

エ ル サ ン 乳 剤 1,000倍 100～300� ７日 １

ト レ ボ ン 乳 剤 1,000倍 － 14日 ３

☆晴天が続き土が乾くときは､ 3日～4日に一度は潅水を行いましょう｡

�

、
害
虫
防
除



敷
き
ワ
ラ

低
温
が
続
く
と
生
育
お
よ
び
果
実
の

肥
大
が
抑
制
さ
れ
る
の
で
、
地
温
の
上

昇
を
図
る
た
め
に
枝
、
古
葉
を
取
り
除

き
、
地
表
面
の
日
当
た
り
を
良
く
す
る
。

敷
き
ワ
ラ
は
地
温
の
上
昇
を
妨
げ
る
の

で
除
去
す
る
。

追

肥

花
数
、
果
実
数
が
少
な
く
な
り
吸
肥

量
も
減
少
す
る
の
で
、
��
〜
��
日
間
隔

で
追
肥
す
る
。

�

月
は
暮
れ
植
え
の
圃
場
作
り
で
す
。

稲
刈
り
作
業
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
計

画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
圃
場
作
り
か
ら
定
植
ま
で
の

日
程
を
計
画
し
て
、
出
来
る
だ
け
早
め

の
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。
定
植
の
遅
れ

は
、
春
の
芽
立
ち
に
直
接
影
響
が
あ
り

ま
す
。

○
圃
場
準
備

キ
ク
は
排
水
の
良
い
土
を
好
み
、
耕

土
の
深
い
と
こ
ろ
が
作
り
や
す
い
。

秋
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
の
で
、

土
が
乾
い
た
ら
、
耕
起
と
畝
作
り
作
業

を
一
気
に
済
ま
せ
ま
す
。

畝
作
り
を
す
る
時
は
、
排
水
溝
を
耕

盤
以
下
に
し
て
、
降
っ
た
雨
を
一
気
に

排
水
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
�
キ
ク

作
り
は
排
水
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
も
い

え
ま
す
。
畝
は
出
来
る
だ
け
高
畝
に
し

て
お
く
こ
と
。

○
施
肥
と
均
平
整
地

(

定
植
前
��
日
以
上)

��
ｍ
畝
で
有
機
ペ
レ�

〜�

㎏
の
施

肥
。肥

料
は
畝
の
中
央
に
浅
く
溝
を
か
い

て
施
し
ま
す
。

施
肥
後
は
畝
面
を
均
平
に
整
地
し
て

お
く
。
高
い
所
と
か
低
い
所
が
あ
る
と

キ
ク
の
生
育
に
ム
ラ
が
出
来
、
低
い
所

は
芽
立
ち
が
悪
く
な
り
ま
す
。

○
除

草

剤

(

定
植
前�

〜�

日)

畝
作
り
を
終
え
た
ら
、
降
雨
後
土
が

湿
っ
て
い
る
間
に
散
布
し
ま
す
。
土
が

乾
い
て
い
る
と
除
草
効
果
が
落
ち
ま
す

(

浸
透
し
な
い
、
広
が
ら
な
い)

。
畝
に

雑
草
の
芽
が
出
る
の
を
ま
っ
て
散
布
す

る
と
効
果
が
高
く
な
る
。

散
布
後
、
半
日
〜�

日
あ
れ
ば
定
植

で
き
ま
す
。

○
定

植

定
植
目
標
を
��
月�

日
と
し
て
作
業

を
進
め
る
。
早
め
の
定
植
は
、
春
の
芽

立
ち
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
定
植
が
遅
れ
る
と
冬
の
寒
さ
に
耐

え
ら
れ
ず
、
春
の
芽
立
ち
の
悪
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。

暮
れ
植
え
の
苗
は
、
大
株
の
方
が
良

い
。
若
苗
で
遅
植
え
の
場
合
は
、
春
の

芽
立
ち
が
非
常
に
悪
く
な
り
ま
す
。

定
植
は
苗
作
り
と
も
関
連
し
て
い
る

の
で
、
苗
作
り
に
も
力
を
入
れ
て
、
��

月
��
日
ま
で
に
、
定
植
を
完
了
す
る
。
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キ

ク

暮
れ
植
え
の
管
理

花

卉



○
管
内
全
域
で
ダ
ニ
が
発
生
し
て
い
ま

す
。�

日
ご
と
に
ダ
ニ
剤
の
散
布
を

�

〜�

回
程
度
集
中
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
病
害
虫
防
除
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

病
害
虫
防
除

管
内
で
は
す
で
に
ダ
ニ
の
発
生
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
発
生
状
況
に
応
じ
た

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ダ
ニ

(

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布)

成
虫
、
幼
虫
に
効
果
の
あ
る
農
薬

←

卵
に
も
効
果
の
あ
る
農
薬

(�

回)

＊�

日
お
き
に
散
布

▼
主
な
使
用
農
薬

(

卵
〜
幼
虫)

オ
サ
ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル･

テ
デ
オ

ン
乳
剤
・
ピ
ラ
ニ
カ
Ｅ
Ｗ
・
ダ
ニ
カ
ッ

ト
乳
剤

(

幼
虫
〜
成
虫)

カ
ネ
マ
イ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

(

出
蕾

時
に
散
布
す
る
と
薬
害
の
恐
れ
あ
り)

・
マ
イ
ト
コ
ー
ネ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ビ

ル
ク
水
和
剤

○
ス
リ
ッ
プ
ス

(

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類)

蕾
の
中
に
ス
リ
ッ
プ
ス
な
ど
が
入

り
ま
す
と
防
除
が
困
難
に
な
り
品
質

が
低
下
し
ま
す
の
で
、
開
花
の
早
い

品
種
か
ら
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
主
な
使
用
農
薬

ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶
剤･

ハ
チ
ハ
チ

乳
剤･

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
テ
ル
ス

タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

○
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
は
花
芽
を
食
害
し
、

被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

▼
主
な
使
用
農
薬

ラ
ー
ビ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ガ
ー
ド
ジ
ェ
ッ

ト
水
和
剤
・
ロ
ム
ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
・

ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
・
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
顆

粒
水
和
剤
・
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル

○�
月
の
作
業
は
、
草
丈
が
��
㎝
く
ら

い
で
電
照
を
打
ち
切
り
ま
す
。
打
ち

切
り
時
に
は
、
ダ
ニ
の
予
防
剤
と
し

て
ニ
ッ
ソ
ラ
ン
水
和
剤
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

○
白
さ
び
病

予
防
の
た
め
に
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
及
び
ダ
コ
ニ
ー
ル
�,���
の

混
合
剤
を�

週
間
に�

回
程
度
散
布

す
る
。
発
病
し
た
ら
ダ
イ
セ
ン
ス
テ

ン
レ
ス
を
散
布
す
る
。
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�
月
咲
き
の
管
理

��
月
咲
き
の
管
理

ス
プ
レ
ー
ギ
ク



�

・
��
月
は
来
年
度
へ
向
け
て
の
圃

場
作
り
、
定
植
時
期
で
す
。
営
農
指
導

員
、
ま
た
は
生
産
者
指
導
員
が
し
っ
か

り
と
指
導
に
当
り
ま
す
の
で
、
栽
培
方

法
に
つ
い
て
は
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
本

年
度
よ
り
出
荷
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
。

更
な
る
労
力
軽
減
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
始
め
て
の
方
で
も
負
担
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

菊
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
指
導
員

が
応
対
い
た
し
ま
す
。

菊
栽
培
に
つ
い
て
の
連
絡
先

営
農
特
産
課

�
��
ー�

�
�
�

花
卉
集
出
荷
場

�
��
ー�

�
�
�

Ｊ
Ａ
各
支
店
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